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令和４年度 ACTR 
分類 

番号 
 A1 取組 

名称 

過疎化が進む地域における文化遺産の地域資源化に向けての実践的研究 

―京丹後市久美浜町須田区からの発信― 

研究代表者所属・職名： 文学部・准教授      氏名： 諫早 直人 

研究担当者： 

 京都府立大学（菱田哲郎、本庄総子、塚本敏夫（敬称略）） 

 外部分担者・協力者（金宇大氏、栗山雅夫氏、奥勇介氏、森島康雄氏、岸本卓也氏） 

主な連携機関（所在市町村、機関（部署）名） 

 京丹後市教育委員会、京丹後市久美浜町須田区、京都府立丹後郷土資料館など 

【研究活動の要約】 

 本研究では、丹後半島を代表する文化遺産の一つである古墳、とりわけ京丹後市久美浜町須田区に所在し、

京都府を代表する後期古墳である湯舟坂２号墳にフォーカスし、古墳やその出土品に対して基礎的な学術調

査を進めた上で、その学術的成果を地域に還元し、地域に眠る文化遺産を地域住民自らが「地域資源」とし

て認識し、持続的に活用していける仕組みの構築を目指しました。文化遺産の本質的な価値を守りながら、

それを「地域資源」とする試みを市や地元と協働・実践する営みを通じて、地域の文化遺産の調査・研究か

ら保存・活用に大学が持続的に関わっていく仕組みをつくりだし、大学による文化遺産を通じた地域貢献モ

デルの一つを提示しました。 

【研究活動の成果】 

①文化遺産の地域資源化の基礎となる学術調査の実施 

 湯舟坂２号墳に先行する首長墳である須田平野古墳の墳丘・石室の測量調査を実施し、その規模や構造を

明らかにしました。また湯舟坂２号墳出土装飾大刀の類例調査を実施しました 

②ACTR 成果報告会の開催による研究成果の発信 

 京丹後市教育委員会、京丹後市久美浜町須田区と共同で ACTR 成果報告会「地域資源としての湯舟坂２号

墳Ⅱ―出土品研究の最前線―」を開催し、ACTR 調査で得られた最新の成果を、地元を中心とする一般市民の

皆様に還元しました。 

③学生による文化遺産の地域資源化 

 測量調査中に地元の京丹後市高龍小学校の生徒を古墳に案内をしたり、須田区古墳マップなどのグッズを

作成したりと、地域にある古墳の魅力を学生が主体となって地元住民に伝えました。 

【研究成果の還元】 

・R4.10.15. 京丹後市役所久美浜庁舎 参加者約 80 名 令和４年度京都府立大学 ACTR 湯舟坂２号墳プロ

ジェクト成果報告会「地域資源としての湯舟坂２号墳Ⅱ―出土品研究の最前線―」 

・R5.3.15-5.9 京都府立大学京都学歴彩館ラウンジパネル展「府大生による…探検！発見！歴彩館―コラ

ボで探る京都学―（８）」ポスター発表 

・京都府立大学文学部考古学研究室 2022『地域資源としての湯舟坂２号墳Ⅱ―出土品研究の最前線―《発表

資料集》』 

・京都府立大学文学部考古学研究室 2023「古墳を地域資源化する（３）―湯舟坂２号墳プロジェクトの 2022

年―」『京都府立大学文学部歴史学科 フィールド調査集報』第９号 

・京都府立大学文学部考古学研究室 2023「京丹後市須田平野古墳の調査（１）」『京都府立大学文学部歴史学

科 フィールド調査集報』第９号                （いずれも府大図書館で閲覧可） 

【お問い合わせ先】 文学部 歴史学科・考古学研究室 准教授 諫早 直人 

Tel: 075-703-5274   E-mail:iashaya@kpu.ac.jp 
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参考（イメージ図、活動写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


